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編 集 後 記 　５月29日に総代会を開催しましたが、今
年も新型コロナウイルス感染拡大防止のため
少人数での開催となりました。

　これからの季節はコロナに加え熱中症も心配されます。栄養と
睡眠をしっかりとって健康な夏をお過ごしください。（米）

●「春の四重奏」いつもテレビや新聞で拝見し、毎年
楽しませていただいています。富山県が誇るスポッ
トになって素晴らしいです。　南砺市Nさん (69)
●花作りが好きな夫と見るのが好きな私。毎年数が増
えて心が豊かになります。　滑川市Hさん (75)
●コロナで県外にいる孫と会うことができませんが、
電話で元気な声を聞き、早く会えないかなぁと楽し
みにしている今日この頃です。　富山市 Kさん (72)
●昨年度初めて「鳴門金時」というサツマイモを作り
ました。すごく気に入った形のイモが出来て、石川
県に住む嫁に送りました。天ぷらにすると地元のサ
ツマイモより美味しいと喜んでもらえました。

　入善町Uさん (73)
●歳のせいか、心にゆとりができたおかげか、最近花
の苗を育てることが楽しみの一つとなりました。

高岡市Oさん (60)

いただいたハガキの
一部を紹介します。
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●第15回通常総代会　●令和2年度事業実績・令和3年度事業計画　●富山県農業共済組合長表彰

片山昌作さん（南砺市）
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NOSAIとやま 検索

● 一般職員
6名程度（農業保険法に基づく一般職）
富山県内の各農業共済組合事務所
・平成2年4月2日から平成14年4月1日までに生まれた方で、
　日本国籍を有する方
・富山県内在住（在住見込みを含む）の方
・短期大学、大学を卒業または卒業見込みの方
・採用日まで普通自動車免許を取得見込みの方
自筆の履歴書、卒業見込証明書又は卒業証明書、成績証明書、
自筆の受験申込書（ホームページよりダウンロード出来ます）
令和3年8月2日（月）必着
1次試験：書類選考、一般教養試験、論文試験、グループ討議
　　　　 8月8日（日）AM9:30～PM3:00
2次試験：面接試験
　　　　 9月5日（日）AM10:00～

採用試験会場な
ど詳しい内容は
ホームページで
ご確認ください

NOSAI職員
の

とやまとやまとやまとやま

麦の被害を

確認しています

農家さんに制度を説明し、
加入するハウスを確認して
います

お仕事のぞ
き見！

お仕事のぞ
き見！

令和４年度 職員募集 NOSAIとやま（富山県農業共済組合）では、令和4年4月1日より勤務して
いただける方を募集しています

採用人数
勤 務 地
応募資格

提出書類

提出期限
採用試験

書類提出・連絡先
〒939-8177
富山県富山市安養寺340番地1
　　　　 富山県農業共済組合
　　　　 総務部総務グループ
　　　　 TEL 076-461-5333
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建
物
共
済
表
彰

〈
優
良
共
済
部
長
等
表

彰
〉（
40
名
）

●
魚
津
市

　
北
山
生
産
組
合

　
西
尾
崎
生
産
組
合

●
黒
部
市

　
若
宮
　
　
毅

　
徳
光
　
　
懋

●
入
善
町

　
池
原
　
和
行

　
神
戸
　
明
雄

●
朝
日
町

　
江
淵
　
朝
夫

●
滑
川
市

　
西
村
　
博
喜

●
上
市
町

　
平
井
　
敏
廣

●
立
山
町

　
藤
田
　
清
貴

　
常
川
　
正
人

　
岡
崎
　
正
一

●
富
山
市

　
高
道
　
孝
幸

　
飯
田
　
孝
一

　
佐
々
木
義
治

　
井
澤
　
清
久

　
山
本
　
信
清

　
田
村
　
智
之

　
谷
川
　
　
靖

●
高
岡
市

　
柴
田
　
　
明

●
氷
見
市

　
正
木
　
善
彦

1

森組合長理事大川議長

  

５
月
５
月
2929
日
、
富
山
県
農
業
共
済
会
館

日
、
富
山
県
農
業
共
済
会
館

に
て
、
第

に
て
、
第
1515
回
通
常
総
代
会
を
開
催

回
通
常
総
代
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

総
代
２
７
７
名
中
、２
４
２
名
（
本

　

総
代
２
７
７
名
中
、２
４
２
名
（
本

人
出
席

人
出
席
1313
名
、
書
面
出
席
２
２
９
名
）

名
、
書
面
出
席
２
２
９
名
）

が
出
席
さ
れ
、
大
川
繁
樹
総
代
（
南

が
出
席
さ
れ
、
大
川
繁
樹
総
代
（
南

砺
市
）
を
議
長
に
選
任
し
、
提
出
さ

砺
市
）
を
議
長
に
選
任
し
、
提
出
さ

れ
た
れ
た
1111
議
案
は
、
慎
重
な
審
議
の
上
、

議
案
は
、
慎
重
な
審
議
の
上
、

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
保
　
　
稔

　
石
上
　
　
悟

●
小
矢
部
市

　
小
泉
　
正
治

　
奥
　
　
康
博

　
桜
井
　
啓
一

●
射
水
市

　
林
　
　
　
孝

　
中
出
む
つ
子

　
岡
田
　
宏
二

　
北
角
　
武
史

●
砺
波
市

　
藤
田
生
産
組
合

　
中
野
第
八
区
生
産
組
合

　
中
野
第
九
区
生
産
組
合

　
真
田
　
　
猛

　
背
戸
　
義
明

●
南
砺
市

　
松
原
生
産
組
合

　
梅
ヶ
島
生
産
組
合

　
金
戸
生
産
組
合

　
上
見
生
産
組
合

　
西
村
　
重
一

役
員
等
功
績
者
表
彰

〈
第
１
号
表
彰

（
共
済
部
長
・
損
害
評

価
員
）〉（
15
名
）

●
富
山
市

　
田
添
　
啓
一

　
清
水
　
義
明

　
伊
藤
　
　
均

　
石
黒
　
　
博

●
高
岡
市

　
勘
坂
　
清
治

　
滝
口
　
萬
邦

●
氷
見
市

　
酒
井
　
康
也

●
小
矢
部
市

　
林
田
　
昌
人

　
廣
澤
　
義
昭

●
射
水
市

　
青
山
　
美
範

　
前
川
　
昌
雄

　
舛
本
　
龍
美

　
岡
本
　
新
一

　
松
田
　
正
弘

　
竹
内
　
一
彦

〈
事
業
推
進
功
績
者
表
彰

建
物
共
済
の
部
〉（
10
名
）

●
朝
日
町

　
岩
井
　
照
男

●
滑
川
市

　
松
本
　
泰
長

　
吉
森
　
信
政

●
立
山
町

　
橋
本
　
　
寿

●
富
山
市

　
西
野
　
一
浩

　
髙
田
　
昭
広

●
高
岡
市

　
立
浪
　
邦
雄

　
木
田
　
幸
作

●
氷
見
市

　
明
前
　
政
憲

●
小
矢
部
市

　
多
田
　
　
徹

　
農
業
保
険
事
業
の
推
進
や
、
損
害
評
価
に
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
受
賞
者
は
次
の
皆
様

で
す
。（
敬
称
略
）

富
山
県
農
業
共
済

富
山
県
農
業
共
済

組
合
長
表
彰

組
合
長
表
彰

全
国
農
業
共
済

全
国
農
業
共
済

協
会
会
長
表
彰

協
会
会
長
表
彰

◆
議
案
第
１
号　

　

令
和
２
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
及
び

不
足
金
処
理
案
承
認
に
つ
い
て

◆
議
案
第
２
号

　

令
和
３
年
度
事
業
計
画
及
び
業
務
収
支
予
算
案

議
決
に
つ
い
て

◆
議
案
第
３
号

　

令
和
３
年
度
事
務
費
賦
課
額
及
び
賦
課
徴
収
方

法
決
定
に
つ
い
て

◆
議
案
第
４
号

　

令
和
３
年
度
特
別
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

◆
議
案
第
５
号

　

役
員
、
損
害
評
価
会
委
員
、
共
済
部
長
及
び
顧

問
弁
護
士
の
報
酬
に
つ
い
て

◆
議
案
第
６
号

　

借
入
金
最
高
限
度
額
、
借
入
条
件
及
び
償
還
方

法
に
つ
い
て

◆
議
案
第
７
号

　

余
裕
金
運
用
先
の
金
融
機
関
に
つ
い
て

◆
議
案
第
８
号

　

損
害
評
価
会
委
員
選
任
の
承
認
に
つ
い
て

◆
議
案
第
９
号

　

富
山
県
農
業
共
済
組
合
事
業
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

◆
議
案
第
10
号

　

危
険
段
階
基
準
共
済
掛
金
率
の
設
定
に
つ
い
て

◆
議
案
第
11
号

　

富
山
県
農
業
共
済
組
合
に
お
け
る
実
施
体
制
の

改
善
計
画
に
つ
い
て

第
15
回
通
常
総
代
会
を
開
催

農
業
経
営
の
支
え
に
収
入
保
険
と
農
業
共
済
を

表
彰
表
彰

　令和2年度は、果樹共済（なし）では4月の低温で結実不良となり、畑作物共済（大豆）では7月下旬の低日射及び
8，9月の高温・少雨により青立ち（莢先熟）が発生し、また園芸施設共済では1月の豪雪で、全体被害の8割以上、約
5,280万円の支払いとなるなど、多くの被害が発生しました。（前年度比：1億5,545万円増）
　令和3年度も農家の皆さまの「備えあれば憂いなし」の農業生産体制の構築に向けて、役職員一丸となって農業
保険の普及推進に取り組むとともに、効率的で透明性のある事業運営に努めてまいります。

収　入 支　出

人件費
74,492万円

受取補助金
44,086万円

賦課金
2,720万円

受取利息
20,109万円

事業勘定受入
44,311万円

その他
7,767万円

損害防止費
5,875万円

その他
5,367万円損害評価費

1,910万円

施設費
10,134万円

普及推進費
9,536万円

業務費
5,039万円

事務費
6,640万円

令和２年度支払共済金　7億7,542万円

令和３年度業務収支予算　11億8,993万円

Ｒ２年度事業実績 Ｒ３年度事業計画

農 作 物
共 　 済

引受面積 38,207ha 36,276ha
共済金額 278億 3,893 万円 263億 8,022 万円
支払共済金 1億 61万円

家 畜 共 済
引受頭数 18,670 頭 18,650 頭
共済金額 23億 4,332 万円 23億 1,056 万円
支払共済金 1億 2,558 万円

果 樹 共 済
引受面積 137ha 132ha
共済金額 6億 8,494 万円 6億 4,339 万円
支払共済金 2,213 万円

畑 作 物
共 　 済

引受面積 3,786ha 3,261ha
共済金額 12億 1,983 万円 10億 6,991 万円
支払共済金 2億 186万円

園 芸 施 設
共 済

引受棟数 3,116 棟 4,935 棟
共済金額 18億 7,697 万円 47億 2,180 万円
支払共済金 5,577 万円

任 意 共 済

建物引受棟数 71,970 棟 70,872 棟
農機具引受台数 3,088 台 3,304 台
保管中農産物引受戸数 3戸 15戸
共済金額 1兆 1,727 億 6,543 万円 1兆 1,534 億 3,100 万円
支払共済金 2億 6,947 万円

合　　 計
共済金額 1兆 2,067 億 2,942 万円 1兆 1,885 億 5,688 万円
支払共済金 7億 7,542 万円



申
請
期
限
を
お
忘
れ
な
く
！

●
申
請
期
限

　

10
月
15
日
（
金
）
締
め
切
り

34

　
現
在
多
く
の
方
に
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い

る
水
稲
共
済
の
一
筆
方
式
は
、
今
年
で
終
了

し
、
来
年
か
ら
は
別
の
方
式
を
選
択
し
て
ご

加
入
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
近
年
は
台
風
や
豪
雨
等
の
自
然
災
害
に
よ

り
、
日
本
各
地
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
自
然
災
害
や
米
価
の
低
下
に
備
え
、
来
年

か
ら
も
収
入
保
険
ま
た
は
水
稲
共
済
に
ご
加

入
く
だ
さ
い
。

　
水
稲
共
済
の
一
筆
方
式
に
ご
加
入
い
た
だ

い
て
い
る
組
合
員
の
皆
様
へ
、
水
稲
共
済
に

関
す
る
一
斉
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
後
日
お
手
元
に
届
く
調
査
案
内
を
ご
確
認

の
う
え
、
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　　
来
年
か
ら
選
択
す
る
農
業
保
険
の
種
類
に

つ
い
て
は
下
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
水
稲
共
済
・
大
豆
共
済
の
掛
金
を
、
左
の

日
程
で
指
定
口
座
よ
り
振
り
替
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
は
が
き
を
発
送
し

ま
す
。納
入
金
額
も
併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
助
成
対
象
経
費

・
県
、
市
町
村
が
助
成
す
る
有
害
鳥
獣
対
策
協

議
会
が
行
う
助
成
金
交
付
対
象
と
な
る
経
費

・
猟
友
会
が
行
う
鳥
獣
害
防
止
対
策
の
講
習

会
及
び
鳥
獣
害
駆
除
に
か
か
る
経
費

詳
し
い
内
容
は
前
号
（
５
月
号
）
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
自
然
災
害
や
鳥
獣
害
、
病
虫
害
な
ど
が
原

因
で
、
基
準
以
上
の
収
穫
量
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
場
合
、
必
ず
刈
取
り
前
に
被
害
申
告

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
損
害
評
価
野
帳
の

提
出
な
ど
）

　
刈
取
り
後
に
被
害
申
告
を
し
て
も
、
圃
場

で
ど
の
よ
う
な
被
害
が
起
き
た
の
か
調
査
で

き
な
い
た
め
、
共
済
金
の
支
払
い
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

●
支
払
い
対
象
と
な
る
基
準

　
一
筆
方
式
…
圃
場
ご
と
の
収
穫
量
が
、
基

準
収
穫
量
の
２
割
を
超
え
て

減
少
し
た
場
合

　
品
質
方
式
…
農
家
ご
と
の
収
穫
量
が
基
準

収
穫
量
を
下
回
り
、
生
産
金

額
も
１
割
を
超
え
る
減
少
が

あ
る
場
合

　
今
年
５
月
に
気
象
庁
の
平
年
値
が
10
年
ぶ

り
に
更
新
さ
れ
ま
し
た
。
年
々
変
化
す
る
気

象
状
況
に
、
園
芸
施
設
が
受
け
る
影
響
は
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
台
風
の
発
生
件
数
は
、
過
去
10
年
間
で
わ

ず
か
に
減
っ
て
い
ま
す
が
、
問
題
は
そ
の
接

近
件
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
も
と
も
と
大
量
に
発
生
す
る
も
の
で
は
な

い
た
め
、
接
近
件
数
の
平
均
数
値
が
極
端
に

変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
Ｈ
30
、
Ｒ

元
年
に
は
年
に
６
回
も
北
陸
地
方
に
接
近
し

て
い
ま
す
。
近
年
の
台
風
は
大
型
で
勢
力
も

強
く
、
被
覆
材
だ
け
で
な
く
本
体
に
被
害
が

及
ぶ
例
（
右
下
写
真
）
が
全
国
で
見
ら
れ
、

今
後
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　
台
風
と
合
わ
せ
て
心
配
さ
れ
る
の
が
、
大

雨
で
す
。

　
１
時
間
降
水
量
50
㎜
以
上
の
年
間
発
生
回

数
の
全
国
平
均
は
、
過
去
と
比
べ
て
約
1.5
倍

に
、
１
０
０
㎜
以
上
は
な
ん
と
2.1
倍
に
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
各
加
入
方
式
の
詳
細
や
自
分
に

合
っ
た
加
入
方
式
の
選
択
に
つ
い

て
、
不
明
な
点
や
気
に
な
る
こ
と

は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で

お
気
軽
に

ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
品
質
方
式
に
ご
加
入
の
方
、
収
入
保
険
に

　
ご
加
入
の
方
に
調
査
案
内
は
届
き
ま
せ
ん
。

※
領
収
証
の
発
行
を
省
略
し
て
い
ま
す
。
確
定

申
告
な
ど
の
際
は
、
預
金
通
帳
を
記
帳
し
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
期
限
を
過
ぎ
て
申
請
書
類
を
提
出
し
て
も
助

成
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
助
成
金
交
付
日
は
11
月
下
旬
予
定

水
稲
共
済 

に

　
　
　

  
ご
加
入
の
皆
さ
ま

園
芸
施
設
共
済

被
害
申
告
は
稲
刈
り
前
に
！

台
風
の
接
近
件
数
が
増
加

大
雨
災
害
の

発
生
リ
ス
ク
も
大
幅
増

共
済
掛
金
振
替
予
定
日

一
筆
方
式
加
入
者
向
け
の

一
斉
調
査
を
行
い
ま
す

とやまとやまとやまとやまとやまとやま

鳥
獣
害
対
策
支
援
事
業

水
稲　
７
月
13
日
（
火
）

大
豆　
７
月
20
日
（
火
）

　
台
風
や
前
線
が
も
た
ら
す
雨
は
、
数
日
間

に
わ
た
っ
て
降
り
続
き
、
あ
ら
ゆ
る
河
川
で

洪
水
氾
濫
を
起
こ
し
、
大
規
模
な
水
害
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

洪
水
氾
濫
が
起
き
た
場
合
、
施
設
へ
の

浸
水
、
倒
壊
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り

被
害
額
も
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　
園
芸
施
設
に
お
い
て
次
の
事
柄
が

発
生
し
た
場
合
は
速
や
か
に
お
近
く

の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
①
被
覆
期
間
の
変
更

②
譲
渡

③
移
転
、
解
体
、
増
築
、
改
築
、

　
構
造
も
し
く
は
材
質
の
変
更

④
共
済
事
故
以
外
の
事
由
に
よ
る

　
破
損
ま
た
は
滅
失

⑤
他
の
保
険
へ
の
加
入

　
特
に
①
被
覆
期
間
の
変
更
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
台
風
な

ど
で
被
覆
材
に
被
害
が
発
生
し
て

も
、
報
告
が
な
け
れ
ば
共
済
金
が
支

払
わ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

報告は
お早めに！！

2
3

1

9

3
1

3
1 2 2

3
2 2

4

2

5
4

6 6

00

2

4

6

8

10

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

台風の接近件数が増加しています！！

北陸地方への台風接近件数

H13～H22
平均 2.7 回

H23～R2
平均 3.4 回

水
稲
被
害
へ
の
備
え

簡
単
お
す
す
め
診
断

青
色
申
告
を
し
て
い
る

収入保険
すべての作物・収入減少リスクに備える

している

START

していない
（白色申告）

可能

難しい

品質方式
品質低下にも対応できる水稲共済

半相殺方式
収量減少を補償する水稲共済

※このほかに「全相殺方式」「地域インデックス方式」の
　選択肢があります。

一
筆
半
損
特
約

コ
メ
の
出
荷
数
量
・

自
家
販
売
数
量
・
自

家
消
費
数
量
が
全
量

把
握
で
き
る

耕
地
ご
と
の
補
償
を
プ
ラ
ス

大
災
害
に
備
え
て
、

園
芸
施
設
共
済
へ
の
加
入
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。
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きずなくん
クロスワードクイズ
きずなくん
クロスワードクイズ

1. 
2. 
4. 
6.

スリジャヤワルダナプラコッテが首都の国。
英語では「DANGER」。
錆（さび）に強い金属。
東京オリンピックを舞台にした 2019 年放送の
大河ドラマのタイトル。

※プレゼントの発送をもって、当選者の発表にかえさせていただきます。　※いただいたご意見・ご感想を匿名にて紙面に掲載させていただく場合があります。
※お送りいただいたハガキの内容は、プレゼントの発送と紙面づくり以外の目的には使用いたしません。

応募締切：8月3日（火）消印有効

1

65

8
C

7
B D

43
Ｅ

2
A

郵便ハガキに、①Ａ～ E を順に並べたク
イズの答え②郵便番号③住所④氏名（ふ
りがな）⑤年齢⑥電話番号⑦広報紙への
ご意見・ご感想⑧身近な情報をご記入
のうえ、ご応募ください。
◎宛先：〒939-8177
　富山市安養寺340 番地1
　NOSAIとやま　
　きずなくんクロスワードクイズ係
前回の答え…「シンキロウ（蜃気楼）」
応募総数192通　正解者187名でした。
たくさんのご応募ありがとうございました。

今回のプレゼント

たて

1. 
3. 
5. 
7. 
8.

〇〇 ⇔ きらい
外出して家にいないこと。
文系 ⇔ ○○○
野球などで大量の点が入る試合のこと。
○○○舞踏会、○○○ライダー

よこ

富山紅茶の会の
『ストロベリーティーと
 アップルティーのセット』
を9名様に

　富山市呉羽産の茶葉と朝日
町のバタバタ茶と同じ茶葉で紅
茶を製造している「富山紅茶の会」。
　「アップルティー」には、魚津市・富山市池多・
高岡市国吉の 3 産地のリンゴを使用していま
す。香りの強い王林を使い、半乾燥により甘
さがギュッと凝縮されています。「ストロベリー
ティー」には、氷見市「いちご営農組合RKナー
セリー」が栽培する「すずあかね」のドライイ
チゴを使用。甘いイチゴの香りが華やかな気
分にしてくれます。
▼富山市の「地場もん屋」や「黒崎屋」、高岡
市の「道の駅雨晴」などで購入できます。
▼茶摘み体験やお茶会なども随時開催してい
ます。
▼富山紅茶の会ホームページ
　（https://totea.shopinfo.jp/）

　
南
砺
市
八
塚
の
片
山
昌
作
さ
ん

（
60
）。
農
作
業
で
の
安
全
と
衛
生

を
伝
え
る
「
片
山
安
心
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
合
同
会
社
」
を
経
営
し
、

兼
業
農
家
と
し
て
水
稲
約
４・
３

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
大
麦
・
大
豆
約
３

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
栽
培
し
て
い
る
。

安
全
か
つ
効
率
の
良
い
農
作
業
を

　
「
大
規
模
に
農
業
を
始
め
て
５

年
経
ち
、
労
力
を
抑
え
な
が
ら
、

作
物
の
品
質
や
収
量
を
確
保
す

る
こ
と
を
理
想
と
し
て
い
る
」
と

片
山
さ
ん
。
農
作
業
に
よ
る
身
体

の
疲
労
は
、
ケ
ガ
や
農
作
業
時
間

に
も
影
響
が
出
て
農
作
業
の
効
率

が
悪
く
な
る
。
安
全
に
農
機
具
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
理
想
的
な
農

業
に
近
づ
け
る
と
片
山
さ
ん
は
考

え
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
直
進
機
能
付
き
ト
ラ

ク
タ
ー
や
田
植
え
機
な
ど
、
労
力

や
効
率
の
手
助
け
と
な
る
農
機
具

に
注
目
し
て
い
る
。
ま
た
、
農
作

業
の
時
間
や
歩
数
を
記
録
し
て
、

農
作
業
の
効
率
を
可
視
化
す
る
。

こ
れ
を
後
日
見
直
す
こ
と
で
、
今

後
の
効
率
的
な
農
作
業
へ
の
改
善

に
活
か
す
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る

と
い
う
。

収
入
保
険
で
リ
ス
ク
に
備
え
る

　
片
山
さ
ん
は
今
年
か
ら
収
入
保

険
に
加
入
し
た
。
従
来
の
共
済
に

比
べ
て
保
険
料
が
高
い
と
感
じ
た

が
、
収
入
保
険
は
農
業
収
入
の
保

険
で
あ
る
た
め
、
近
年
の
気
象
変

動
に
よ
る
大
き
な
天
災
や
、ケ
ガ・

病
気
に
よ
る
農
作
業
へ
の
リ
ス
ク

を
補
償
す
る
強
み
が
あ
る
と
考
え

た
。

　
「
耕
作
面
積
が
４
年
後
に
は
約

２
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
え
る
予
定
だ

が
、
こ
れ
か
ら
も
品
質
・
安
全
・

効
率
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
大
切

に
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
ん
だ
。

片
か た や ま

山　昌
しょうさく

作さん

〈第16回〉「品質・安全・効率」を大切に
す
べ
て
の
農
産
物
を
対
象
に
、
自
然
災
害
や
価
格
低
下
だ
け
で
な
く
、

農
業
者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入
減
少
を
広
く
補
償
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
の
加
入
申
請
手
続
き
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
や
異
常
気
象
に
よ
る
被
害
な
ど
、
予
期

せ
ぬ
事
態
が
数
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
収

入
保
険
は
、
農
業
経
営
の
安
定
・
再
建
の
た

め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
様
々
な
リ

ス
ク
に
対
応
し
ま
す
。

　
保
険
料
な
ど
の
試
算
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

令
和
２
年
度
は
２
２
１
件
の
加
入
に
対

し
、
52
経
営
体
が
補
て
ん
金
支
払
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。
要
因
は
水
稲
の
倒
状
や
高

温
障
害
に
よ
る
品
質
の
低
下
、
大
豆
の
青
立

ち
、
果
樹
の
凍
霜
害
な
ど
が
発
生
し
、
気
象

災
害
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
病
気
入
院
に
よ
る
収
入
減
少
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ

る
販
売
数
量
の
減
少
や
、
価
格
の
低
下
な
ど

収
入
保
険
で
し
か
対
応
で
き
な
い
収
入
減
少

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

補
償
の
仕
組
み

　
保
険
期
間
の
収
入
が
基
準
収
入

金
額
の
９
割
を
下
回
っ
た
場
合
、

下
回
っ
た
額
の
９
割
を
上
限
に
補

て
ん
し
ま
す
。

　
基
準
収
入
は
過
去
５
年
間
の
農

業
販
売
収
入
の
平
均
を
基
本
と
し
、

規
模
拡
大
や
縮
小
な
ど
保
険
期
間

中
の
営
農
計
画
を
考
慮
し
て
設
定

さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
収
入

　
農
業
者
が
自
ら
生
産
し
た
農
産

物
の
販
売
収
入
全
体
を
補
償
し
ま

す
。

加
入
対
象
者

　
青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業

者
（
個
人
・
法
人
）
が
対
象
で
す
。

１
年
分
で
も
実
績
が
あ
れ
ば
加
入

で
き
ま
す
。

収
入
保
険 

っ
て

　
　
　

  　
ど
ん
な
制
度
？

保
険
金
等
支
払
い
状
況

加
入
申
請
受
付
中
！

● 収入保険のスケジュール ●

加入申請手続き

保険期間

保険金・特約補塡金の支払い

令和 3 年
12 月まで

令和 4 年
1 〜12 月

令和 5 年
3 〜 6 月

※1月保険期間開始の個人・法人の場合
　法人は事業開始の前月までに手続き

（令和3年6月4日現在）

保険金等支払い
52経営体　8,082万円

Ｑ1.収入減少の要因は？

自然災害
71.9％

その他9.4％

主穀作
44.7％

果樹
29.4％

野菜
16.5％

新型コロナ
20.2％

Ｑ2.収入減少した作物は？

病気・ケガ0.9％
価格低下1.8％

病虫害2.6％

鳥獣害2.6％

支払率（90％を上限として選択）

保険方式で補てん

保険期間の
収入

基準収入

収入
減少
収入
減少 積立方式で補てん

自己責任部分
100％
90％
（保険方式＋
積立方式の
補償限度額の上限）

80％
（保険方式の
補償限度額の上限）
※青色申告の提出年が
　5年以上の場合

●過去5年の平
均収入（5中
5）を基本

●規模拡大な
ど、保険期間
の営農計画も
考慮して設定
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編 集 後 記 　５月29日に総代会を開催しましたが、今
年も新型コロナウイルス感染拡大防止のため
少人数での開催となりました。

　これからの季節はコロナに加え熱中症も心配されます。栄養と
睡眠をしっかりとって健康な夏をお過ごしください。（米）

●「春の四重奏」いつもテレビや新聞で拝見し、毎年
楽しませていただいています。富山県が誇るスポッ
トになって素晴らしいです。　南砺市Nさん (69)
●花作りが好きな夫と見るのが好きな私。毎年数が増
えて心が豊かになります。　滑川市Hさん (75)
●コロナで県外にいる孫と会うことができませんが、
電話で元気な声を聞き、早く会えないかなぁと楽し
みにしている今日この頃です。　富山市 Kさん (72)
●昨年度初めて「鳴門金時」というサツマイモを作り
ました。すごく気に入った形のイモが出来て、石川
県に住む嫁に送りました。天ぷらにすると地元のサ
ツマイモより美味しいと喜んでもらえました。

　入善町Uさん (73)
●歳のせいか、心にゆとりができたおかげか、最近花
の苗を育てることが楽しみの一つとなりました。

高岡市Oさん (60)

いただいたハガキの
一部を紹介します。
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きずなくんきずなくん りんりんちゃんりんりんちゃん

●第15回通常総代会　●令和2年度事業実績・令和3年度事業計画　●富山県農業共済組合長表彰

片山昌作さん（南砺市）
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NOSAIとやま 検索

● 一般職員
6名程度（農業保険法に基づく一般職）
富山県内の各農業共済組合事務所
・平成2年4月2日から平成14年4月1日までに生まれた方で、
　日本国籍を有する方
・富山県内在住（在住見込みを含む）の方
・短期大学、大学を卒業または卒業見込みの方
・採用日まで普通自動車免許を取得見込みの方
自筆の履歴書、卒業見込証明書又は卒業証明書、成績証明書、
自筆の受験申込書（ホームページよりダウンロード出来ます）
令和3年8月2日（月）必着
1次試験：書類選考、一般教養試験、論文試験、グループ討議
　　　　 8月8日（日）AM9:30～PM3:00
2次試験：面接試験
　　　　 9月5日（日）AM10:00～

採用試験会場な
ど詳しい内容は
ホームページで
ご確認ください

NOSAI職員
の

とやまとやまとやまとやま

麦の被害を

確認しています

農家さんに制度を説明し、
加入するハウスを確認して
います

お仕事のぞ
き見！

お仕事のぞ
き見！

令和４年度 職員募集 NOSAIとやま（富山県農業共済組合）では、令和4年4月1日より勤務して
いただける方を募集しています

採用人数
勤 務 地
応募資格

提出書類

提出期限
採用試験

書類提出・連絡先
〒939-8177
富山県富山市安養寺340番地1
　　　　 富山県農業共済組合
　　　　 総務部総務グループ
　　　　 TEL 076-461-5333




